
 

令和３年度事業報告 

 

 国内景気の現状は、新型コロナウイルスの感染拡大により消費の落ち込みに

加えて、ロシアによるウクライナへの攻撃、これに対する経済制裁により、石

油を始め多くの物価高騰により日本経済に深刻な影響が出ています。 

長野県においても、多くの新型コロナウイルス感染症の感染者が発生し医療

警報が発出されました。これにより、施設の休館や各種行事の中止及び福祉施

設での就業休止、また、就業出来る会員の減少により仕事の依頼があっても受

注出来ない状況となり、センターの運営に影響が出ております。 

事業実績においては、新型コロナウイルス感染症の影響で企業の規模縮小や

福祉施設への立ち入り制限、公共施設の閉館により受注が減少したのに加えて、

就業出来る会員の減少により、昨年に引き続き契約額が減少しました。 

契約金額及び受注件数は、昨年度と比較して請負・委託では減少となってお

りますが派遣では適正就業を推進した結果、増加となっております。令和３年

度の請負・委託の契約金額は９，４２８万円（１，７０２万円の減、８４.７％）、

受注件数は１,１７９件（８５件の減、９３.３％）となっており、派遣の契約額

は２，７８４万円（９８８万円の増、１５５．０％）となっております。会員

数においては３月３１日現在３１４名（２８名減）と大きく減少しております。

中期計画の３年度目標数値が３５９名でありますので目標数には達しておりま

せん。 

ここ数年、企業の人手不足による６５歳までの定年延長はもとより、７０歳

までの雇用確保により、今までにも増して会員確保は大変難しい状況でありま

すが、引き続き会員拡大に努力してまいります。 

派遣事業については、手数料等の関係で新規、継続とも契約がなかなかでき

ない状況でありますが、派遣への切り替えを進めてまいりました。引き続き推

進してまいります。 

 一方、安全就業については、事業計画の第１目標に「事故ゼロ」を掲げ取り

組んでおりますが、本年度も数件の事故が発生しております。引き続き事故撲

滅のため始業前の安全確認と会員の安全に対する意識の徹底を推進して行かな

ければなりません。 

 なお、当センターでは令和２年度で設立二十周年を迎え、記念式典等を計画

しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止を余儀なくさ

れました。しかしながら、二十周年の節目として令和３年度において記念誌を

発行し、併せて記念品の配布を行いました。 

センターは、「自主･自立、共働・共助」の基本理念の基「信用」と「魅力」

と「地域に愛される」また、地域住民の多様化するニーズに応えられるよう一

層努力しなければなりません。 

以下、３年度の主な事業について報告いたします。 



主な事業報告 

 

１．総会 

   令和３年度定時総会を５月２８日阿南町民会館において開催しました。 

   総会員数３３５名（出席者数２６名、委任状２６７名） 

   議事 ・２年度事業報告について 

      ・２年度収支決算報告について 

監査報告 

・定款の一部改正について 

・２年度補正予算について（報告） 

      ・３年度事業計画について（報告） 

・３年度収支予算について（報告） 

      以上について提案し、原案どおりすべて可決承認されました。 

 

２．理事会 

第１回： ４月２８日 新規加入会員の承認、２年度事業報告、収支決

算報告、３年度総会他について 

   第２回：  ７月 ９日  新規加入会員の承認、定時総会の反省、剪定講

習会について、各種会議等の報告、安全・適正

就業標語、２０周年記念事業、他について 

   第３回： ９月 ９日 新規加入会員の承認、シルバーフェアー、事業

普及啓発促進月間、作業単価見直し、各部会報

告他について 

   第４回：１２月 ３日 新規加入会員の承認、補正予算、各種会議・研

修会等、安全・適正就業研修会、安全標語の審

査、地区懇談会他について 

   第５回：  ３月１６日  新規加入会員の承認、４年度事業計画及び予算、

４年度資金調達及び設備投資、各種保険加入、

３年度決算監査他について 

 

３．監査会 

   ２年度決算監査が３年４月２８日、監事２名により行われ適正な処理 

と認められました。正副理事長、事務局が監査を受けました。 

 

４．各部会 

  ○総務部会    ・組織強化と充実について検討 

           ・理事会機能の充実と強化及び協議事項の検討 

           ・５町村長へ補助金継続補助と支援強化の要請 

          ・総会、研修会等各種行事への積極的参加の要請 



 ○普及啓発部会  ・普及啓発促進月間の取組み 

（ボランティア活動・シルバーフェアーの開催につ  

いて） 

           ・広報誌「シルバーだより」年２回の発行 

           ・シルバーの PR活動 

・会員募集チラシ作成配布 

 

 ○安全部会      ・安全標語の募集、優秀作品の表彰 

         ・安全・適正就業研修会の開催 

新型コロナの影響で中止 

         ・安全パトロール 

           ・安全作業の徹底 

（作業前のミーティング、安全確認シート作成等） 

 

   ○女性部会   ・福祉施設へのボランティア活動 

本年度は新型コロナの影響で中止 

・事業の推進、他事業への協力 

 

５．ボランティア活動実績 

地区名 実施年月日 実   施   内   容 参加人数 

新 野 ３.11. 8 国道１５１号線沿線ゴミ拾い   ６ 

大下條 ３.11.27 大下条保育園の窓拭き及び外回りの掃除 １２ 

富 草 ３.11. 9 阿南温泉周辺草刈り・剪定  ７ 

和 合 ３.10.16 町道７号線草刈り・支障木伐採   ６ 

泰 阜 ３.12. 5 泰阜美術館周辺の草刈り・剪定   ７ 

天 龍 ３.10.22 国道４１８号線草刈り  ６ 

合 計   ４４ 

 

６．広報編集委員会 

 ３年度は第３５号、第３６号を発行。 

 第３５号（３年９月３０日付） 

主な掲載内容：剪定講習会、摘果講習会、安全就業パトロール、定時総会、安

全標語、会員の就業状況、他 

第３６号（４年３月３１日付） 

主な掲載内容：地区活動報告、地区ボランティア活動、安全標語の審査結果、

柿剪定講習会、３年度事業実績、写真で見る就業風景 他 

 

※ 毎年行っていた、シルバーフェアー、新入会員研修会、安全・適正就業研

修会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。 


